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算数・数学科の調査問題について、小学校第３学年から中学校第２学年まで、

以下の内容を掲載しています。「さいたま市小・中一貫教育」の観点からも、小・

中学校それぞれの内容を日々の学習指導に役立ててください。 

１ 調査問題【出題の趣旨】 
大問ごとに、出題の意図や趣旨を示しています。特記すべき事項のあるものについて

は、ここに示しています。 

 

２ 調査問題一覧表【設問別】 
設問ごとに、問題の種類、学習指導要領の領域等、評価の観点、設問のねらいを示

しています。 

 

３ 正答例 
問題を解く方法（考え方）やこれまでの学習のつながり等を児童生徒向けに提示して

います。 

 

４ 特徴的な問題と解説 
令和５年度調査において、特徴的な問題を取り上げ、出題の趣旨、指導のポイントを

示しています。 

 

 

※本書では、調査名について、略称を用いている。 

調査名 略称 

平成○年度 全国学力・学習状況調査 平成○年度全国調査 

平成○年度 さいたま市学習状況調査 小○算数 

平成○年度 さいたま市学習状況調査 中○数学 

平成○年度市調査【小○】 

平成○年度市調査【中○】 

   なお、本書で記載している全国調査の正答率は、市の正答率を示している。 
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Ⅰ 小学校 第３学年 

１ 調査問題【出題の趣旨】  

数

と

計

算 

１ 

（１）は、３位数×１位数の計算をすることができるかをみるために、令和４年

度市調査【小３】１（３）（正答率 74.0％）の数値を変更して出題した。 

（２）は小数の構成について理解しているかをみる問題である。令和元年度市調

査【小３】１（１）（正答率 94.6％）「4.9 は 0.1 をいくつ集めた数か」という問い

方と、令和４年度市調査【小３】１（１）（正答率 83.9％）「0.1 を 121 こ集めた数

はいくつか」という問い方では、正答率に差があったため、令和４年度と同じ問い

方で類似問題を出題した。 

（３）は、小数の減法の計算をすることができるかをみるために出題した。令和

４年度市調査【小３】１（２）（正答率 56.1％）において課題がみられたため、同

一問題を出題し、改善の状況を把握することとした。 

２ 

本問題は、数の相対的な大きさを理解しているかをみるために出題している。ま

た、令和元年度市調査【小３】１（２）（69.4％）、令和４年度市調査【小３】２（正

答率 65.8％）と継続して出題された問題との結果の比較をみることとした。 

３ 

（１）（２）は、除法の式における余りの意味を理解しているかをみるために、令

和元年度市調査【小３】３（正答率 62.4％）、令和４年度市調査【小３】４（正答

率 74.2％）の類似問題を出題した。 

図 

形  

４ 

本問題は、四角形の性質について理解しているかをみるために出題している。令

和４年度市調査【小３】５(正答率 62.7％)と同一問題を出題し、改善の状況を把握

することとした。 

５ 

本問題は、立体の性質について理解しているかをみるために出題している。令和

４年度市調査【小３】７(正答率 53.7％)では頂点の数を問う問題であったが、今年

度は辺の数を問う問題に変更し、立体構成の理解について、定着状況を改めて把握

することとした。 

６ 

本問題は、円の性質について理解しているかをみるために出題している。昨年度

は、円の性質について問う問題は出題されていない。しかし、３年生の学習の中で

「円の中心」「直径」「半径」の定義を理解することは重要だと考え、出題すること

にした。 

７ 

本問題は、球の性質について理解しているかをみるために出題している。昨年度

は、球の性質について問う問題は出題されていない。しかし、３年生の学習の中で

球の性質を理解することは重要だと考え、出題することにした。 

測 

定 

８ 

本問題は、はかりの針が指している重さを読み取ることができるかをみるために

出題している。令和４年度市調査【小３】(正答率 82.4％)と同一問題を出題し、定

着状況を把握することとした。 

９ 
本問題は、異なる単位を同じ単位にそろえて考えることができるかをみるために

出題した。 

10 

本問題は、重さについても長さと同様に計算をして求めることができることを理

解しているかをみるために出題している。令和４年度市調査【小３】10(正答率

82.4％)と類似問題を出題し、定着状況を把握することとした。 

11 

本問題は、時刻の求め方を日常の場面の中で活用できるかをみるために、令和４

年度市調査【小３】９（２）（86.3％）と類似問題を出題し、理解度を把握すること

とした。 

12 

本問題は、長さや重さ、体積についての単位とその接頭語に着目して、それぞれ

の量の単位の関係をとらえることができるかをみるために出題している。また、令

和元年度市調査【小３】４（正答率 56.3％）では正答率が低かったため、改善の状

況を把握するため出題した。 
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問題形式

Ａ
 
数
と
計
算

Ｂ
 
図
 
形

Ｃ
 
測
 
定

Ｃ
 
変
化
と
関
係

Ｄ
　
デ
ー

タ
の
活
用

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

短
答
式
・
短

選
択
式
・
選

正
答
率
（

％
）

無
解
答
率
（

％
）

出
題
年
度
・
調
査
名
【

学
年
】

正
答
率
（

％
）

出
題
学
年

正
答
率
（

％
）

（１） ○  ○ 選 79.1 0.7 Ｒ４市
【小３】

74.0

（２） ○ ○ 選 73.8 0.4 Ｒ４市
【小３】

83.9

（３） ○ ○ 選 55.4 0.5 ◎Ｒ４市
【小３】

56.1

小４
小５
小６
中１

67.4
60.4
71.9
78.4

○ ○ 選 66.6 0.4 Ｒ４市
【小３】

65.8

（１） ○ ○ 選 73.2 0.5 Ｒ４市
【小３】

74.2

（２） ○ ○ 選 63.5 0.7 Ｒ４市
【小３】

74.2

○ ○ 選 56.1 0.4 ◎Ｒ４市
【小３】

62.7

○ ○ 選 68.0 0.5 Ｈ４市
【小３】

53.7

○ ○ 選 77.1 1.0

○ ○ 選 84.6 0.4

○ ○ 選 88.6 0.6 ◎Ｒ４市
【小３】

82.4

○ ○ 選 77.5 0.7

○ ○ 選 91.1 0.8 Ｒ４市
【小３】

82.4

○ ○ 選 71.4 1.5 Ｒ４市
【小３】

86.3

○ ○ 選 54.8 1.9 Ｒ１市
【小３】

56.3

※「過去同一問題等」とは、本問題と同一あるいは類似の問題で過去の調査において出題された問題のことをいう。
　複数ある場合は、代表的なものを挙げている（同一問題には◎を付けている）。
　調査名は次の略称を用いている。「市」：さいたま市学習状況調査　「全国」：全国学力・学習状況調査
　なお、全国学力・学習状況調査の正答率は、市の正答率を示している。
※「選択式」とは、選択肢の中から解答を選ぶ問題。「短答式」とは、１つに限定される正答を短い語句または数値を用いて解答する問題。
※「複数学年での出題」とは、本調査において複数の学年で同一の問題等を出題している問題を指す。出題学年と正答率を示している。
★「設問番号」「設問のねらい」の網かけは、【特徴的な問題と解説】で取り上げている問題であることを示している。

四角形の定義を理解し、選択することができ
る。

９

10

11

12

４

５

６

７

８

異なる単位を同じ単位にそろえることができ
る。

重さの計算をすることができる。

単位の関係について理解している。

時刻の求め方を理解している。

はかりの針が指している重さを読み取ること
ができる。

設問番号

２　調査問題一覧表【設問別】

評価の観点 過去同一問題等学習指導要領の領域等

設問のねらい

複数学年での出題市

３

３位数×１位数の計算をすることができる。

球の特徴を理解している。

２

除法の場面をとらえ、商と余りについて適切
に判断することができる。

立方体の構成について理解している。

除法の場面をとらえ、商と余りについて適切
に判断することができる。

数直線上の大きさについて理解している。

円の中心、直径、半径の定義を理解してい
る。

小数の数の構成について理解している。

小数の減法の計算をすることができる。

１
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(1) 一のくらいからじゅん番に計算していきます。計算ミスをしやすい７のだんのかけ算や、たし算のくり
上がりに気をつけて計算することがポイントです。

(2) １を10とう分した１つ分が0.1。0.1が10こで「１」、100こで「10」になります。13.1を10と３と0.1に分けて
考え、それぞれ0.1をいくつ分あつめた数かを考えるとよいでしょう。

(3) 20の一のくらいの数は０です。1.7の一のくらいの数は１です。
ひっ算をするときは、くらいをたてにそろえて計算することがポイントになります。

１おくは9900万より100万大きい数です。100万を10とう分しているので、この数直線の１ばん小さい１
めもりは10万をあらわしています。目もりが9900万から３つすすんでいるので、9930万になります。

(1)
答えの８は、ボールをしまうことができたはこの数、あまりの５はボールが５こあまっていることをい
みしています。８はこだと、あまりの５このボールがしまえません。その５このボールをしまうために
は、あと１はこひつようになるため、全部で９はこひつようです。

(2)
答えの８は、ボールをしまうことができたはこの数、あまりの５はボールが５こあまっていることをい
みしています。ラッピングボックスは８はこ作ることができます。あまりの５このボールでは、１はこ６こ
入りのラッピングボックスを作ることができないので、プレゼントできるのは８人となります。

「４本の直線にかこまれた形である。」という四角形のとくちょうを理かいしていることが大切です。ア
は直線でかこまれていません。エとクは直線ではない線があります。オは８本の直線です。カは三角
形です。

立方体のとくちょうについてわかっていることが大切です。立方体にへんがいくつあるかを考え、見と
り図で見えているへんだけではなく、見えていないへんも数えることがポイントです。

円のまん中の点を、円の中心といいます。
円の中心をさがすには、円を半分におると、おり目の直線は直けいで中心を通るから、おり目をいく
つかつけると中心を見つけられます。

どこから見ても円に見える形を「きゅう」といいます。

小さい１めもりが10gをあらわしており、10めもりで大きな１めもり100gをあらわしています。「０」のめ
もりから数直線をよむときと同じように考えて、はかりをよむことがポイントです。

１kgは1000gです。この考えをもとに、それぞれの単位をそろえます。全てgで考えるとイは6330g。エ
は6280g。アは5770g。ウは5800g。６kg（6000g）に一ばん近いものはウの５kg800g（5800g）となりま
す。

重さも長さと同じようにたんいをそろえて計算することができます。
28kg400gー25kg300gでは、kgどうし、gどうしを計算することができるので、答えは３kg100gとなりま
す。

学校を出てスーパーマーケットまでの歩いた時間とスーパーマーケットの見学をする時間の合計
は、「20＋40」で60分となり、ちょうど１時間になります。９時30分から１時間後の時こくをもとめると10
時30分になります。のこりの学校までの歩いた時間の20分間を合わせて10時50分となります。

１mmが1000こ分で１m。１mが1000こ分で１km。つまりどちらも1000倍となります。１mmや１mLが何
倍（いくつ分）で単位が変わるかを知ることが大切です。

ア

エ

ウ

正答れい

ウ

ウ

イ

エ

せつもん
ばんごう

３　正答れい【小学校算数　だい３学年】

考え方
ワンポイントアドバイス

これまでの学しゅうのつながり　など

４

５

12

７

８

９

10

11 ウ

エ

ア、イ、カ

ウ

エ

ウ

６ ウ

イ、ウ、キ

1

3

２
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４ 特徴的な問題と解説 

【特徴的な問題】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

出題の趣旨 

本問題は、除法の式に表される数が、何を意味しているかの理解度をみるために令和元年度市調査【小

３】３（62.4%）、令和４年度市調査【小３】４（74.2%）の類似問題を出題した。 

指導のポイント           

〇図、式、言葉を関連付けて考える活動を取り入れる。 

日常生活では問題を除法で解決した結果、余りがある場合がある。除法での処理の結果である余りを、

元の事象に当てはめたときに、どのように解釈すればよいかを考える必要がある。その際に、式と図を関

連させながら説明することで、余りの数字の意味について考えることが重要である。問題文から何を求

めるのかを振り返り、余りの処理の仕方について、友達との話し合いを通して考えていくようにしたい。 

 

53÷６＝８あまり５ 

 

  

 

 

 

       

 

 

 

 

 

◎発問例 ☆児童から引き出したい言葉 

◎あまりの５は何を表していま

すか。 

◎余った５このボールをどうす

ればよいか考えましょう。 

☆ ボールが５こあまっていることをあらわしています。 

 

☆（１）では全部のボールをしまいたいから・・・ 

（２）ではラッピングボックスの中にはかならずボール

が６こないといけないから・・・ 

小学校第３学年 算数 数と計算 

問題  

 

第３学年 教科書上「あまりのあるわり算」 

〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇 

〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇 

ボールが６こ入っ

た箱（ラッピングボ

ックス）が８箱 

余りが５こ 

〇〇〇〇〇 

６こ 

-5-



Ⅱ 小学校 第４学年 

１ 調査問題【出題の趣旨】  

数
と
計
算 

１ 
本問題は、令和４年度市調査【小４】１（正答率 55.8％）において課題がみら

れた３位数×３位数の乗法の改善状況を把握するために出題した。 

２ 

（１）は、令和４年度市調査【小４】２（１）（正答率 57.3％）において、３
位数÷１位数の計算に課題がみられたため、改善状況をみるために出題した。 

（２）は、令和４年度市調査【小４】２（２）（正答率 69.6％）位をそろえて
減法の計算をすることに課題がみられたために出題した。 

（３）は、四則計算の定着状況をみるために出題している。本問題は令和４年

度市調査【小４】２（３）（正答率 67.8％）で課題がみられた「減法と除法の混
合した整数の計算」の改善状況をみるために出題した。 

３ 

本問題は、令和元年度市調査【小５】３（正答率 26.2％）、令和４年度市調査

【小５】４（正答率 41.1％）と、正答率が非常に低くなっており、問題に対する
立式の仕方に継続的な課題がみられる。基準量と比較量の関係に着目して正確
に立式する力の改善状況を把握するために、引き続き類似問題を出題すること

とした。 

４ 

本問題は、平成 28～令和４年度市調査において、場面と図を関連付け、二つ

の数量関係（小数倍）を理解することに課題がみられた。そこで、問題に合わせ
た場面絵を用意し、整数倍にあたる二つの数量関係の場面と図を関連付ける類
似問題を出題して改善状況を把握することとした。 

図 

形 

５ 

本問題は、角の大きさについて、見当をつけながら判断する技能の改善状況を

みるために出題している。昨年度までは分度器を用いて実際に測定をしていた
が、本年度は、条件を設定し、それに当てはまる図を選択する形式で出題した。 

６ 

令和４年度市調査【小４】７（正答率 67.8％）において、正三角形の理解に課

題がみられたことから、他の図形の特徴を理解しているかを見るために出題し
た。 

７ 

 令和４年度市調査【小４】８（正答率 44.2％）において、平行四辺形の定義や
性質の定着に課題がみられた。今年度は、しきつめられた図形の中から、直線の
位置関係や辺の長さ、角度などに着目することで平行四辺形を見つけることが

できるかをみるために出題した。 

変
化
と
関
係 

８ 

 本問題は、グラフの読み取りの定着状況をみるために出題している。令和４年
度市調査【小４】９（正答率 65.0％）において課題がみられたため、グラフの関

係を倍や半分の大きさで問われた際にも適切に答えることができるかを把握す
るために出題した。 

９ 

 本問題は、時刻の求め方を理解しているかをみるために出題している。令和４
年度市調査【小４】10（正答率 66.1％）の類似問題を出題し、定着状況を把握す
るために出題した。 

デ
ー
タ
の
活
用 

10 

 本問題は、令和４年度市調査【小４】11（正答率 69.5％）において課題がみら
れたため、二次元表の読み取り方を理解しているか把握するために出題した。ま

た、数値の読み取りだけではなく、目的に応じて考察することができるかをみる
構成とした。 

11 

 令和４年度市調査【小４】12（１）（正答率 60.0％）（２）（正答率 62.8％）に
おいて、グラフの読み取りに関する定着状況に課題がみられた。本問題は、折れ
線グラフの変化の様子を正しく読み取ることができるかどうかをみるために出

題した。 

12 

 令和４年度市調査【小４】12（２）（正答率 62.8％）では、２つの折れ線グラ
フの変化の様子を比較して正しく読み取ることに課題がみられた。そこで、類似

問題として、棒グラフと折れ線グラフの二種類のグラフを組み合わせた場合の
特徴は読み取ることができるかどうかみるために本問題を設定した。 

数
と
計
算 

13 

本問題は、平成３１年度全国調査４(２)(正答率 68.8％)と同一問題である。

示された場面から立式に必要な情報だけを取り出し、答えを出すことができる
かをみるために出題した。本問題は、小４～小６の共通問題である。 
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問題形式

Ａ

 

数

と

計
算

Ｂ

 

図

 

形

Ｃ

 

測

 

定

Ｃ

 

変

化

と
関

係

Ｄ

　

デ
ー

タ
の

活

用

知

識

・

技

能

思

考

・

判

断
・

表

現

主

体

的

に

学
習

に

取

り

組

む

態

度 短

答

式

・

短

選

択

式

・

選

正

答

率
（

％
）

無

解

答

率
（

％
）

出

題

年

度

・
調

査

名
【

学

年
】

正

答

率
（

％
）

出

題

学

年

正

答

率
（

％
）

○  ○ 短 55.8 3.6 Ｒ４市
【小４】

55.8

（１） ○ ○ 選 56.8 0.9 Ｒ４市
【小４】

57.3

（２） ○ ○ 選 67.4 0.4

◎Ｒ４市
【小３】
【小４】
【小５】
【小６】
【中１】

56.1
69.6
59.1
68.0
69.1

小３
小５
小６
中１

55.4
60.4
71.9
78.4

（３） ○ ○ 選 69.5 0.5 ◎Ｒ４市
【小４】

67.8

○ ○ 選 59.5 0.6

Ｒ４市
【小４】
【小５】
【小６】

49.8
41.1
47.8

小５
小６

35.7
39.5

○ ○ 選 43.2 0.5 Ｒ４市
【小４】

47.2

○ ○ 選 67.8 1.2 Ｒ４市
【小４】

69.6

① ○ ○ 選 82.9 0.6

➁ ○ ○ 選 72.8 0.8

③ ○ ○ 選 83.8 0.8

○ ○ 選 71.9 2.1

○ ○ 選 46.1 1.7 Ｒ４市
【小４】

65.0

○ ○ 選 74.7 3.0 Ｒ４市
【小４】

66.1

○ ○ 選 70.4 4.4 Ｒ４市
【小４】

69.5 小５ 82.5

○ ○ 選 32.7 6.0

○ ○ 選 61.3 7.4 Ｒ４市
【小４】

62.8

○ ○ 選 58.1 10.3 Ｈ31全国
【小６】

72.1 小５
小６

65.5
65.0

設問番号

２　調査問題一覧表【設問別】

評価の観点 過去同一問題等学習指導要領の領域等

設問のねらい

複数学年での出題市

※「過去同一問題等」とは、本問題と同一あるいは類似の問題で過去の調査において出題された問題のことをいう。
　複数ある場合は、代表的なものを挙げている（同一問題には◎を付けている）。
　調査名は次の略称を用いている。「市」：さいたま市学習状況調査　「全国」：全国学力・学習状況調査
　なお、全国学力・学習状況調査の正答率は、市の正答率を示している。
※「選択式」とは、選択肢の中から解答を選ぶ問題。「短答式」とは、１つに限定される正答を短い語句または数値を用いて解答する問題。
※「複数学年での出題」とは、本調査において複数の学年で同一の問題等を出題している問題を指す。出題学年と正答率を示している。
★「設問番号」「設問のねらい」の網かけは、【特徴的な問題と解説】で取り上げている問題であることを示している。

角の大きさを判断することができる。

10

11

13

５

７

８

９

二次元表の特徴を用いて、２つの観点からデータを分類し、説
明することができる。

目盛りの大きさに注目して、適切なグラフを選択することがで
きる。

示された場面において、複数の数量から必要な数量を選び、立
式することができる。

敷き詰めた図形の中から平行四辺形を見つけることができる。

ひし形の特徴について理解している。

ひし形の特徴について理解している。

６

時刻の求め方を理解している。

３位数×３位数の乗法の計算をすることができる。１

12 二つのグラフ変化の様子を正しく読み取ることができる。

減法と除法の混合した整数の計算をすることができる。

２

３位数÷１位数の計算をすることができる。

小数の減法の計算をすることができる。

グラフを正しく読み取ることができる。

３

４ 整数倍にあたる二つの数量関係の場面と図を関連付けることが
できる。

ひし形の特徴について理解している。

除法の意味を理解している。
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３けた×３けたのかけ算です。３けたのかけられる数にかける数の一～百のくらいをかけたとき、それぞれのせき（積）をど
のくらいに書くのかに気をつけて、さい後のたし算を正かくに行うことがポイントです。

(1) ３けた÷１けたのわり算では、十のくらいの商をどのように計算するかがポイントです。４÷７＝０あまり４として、十のくら
いの商に０を置いて計算します。

(2) 整数と小数のひき算です。ひく数の小数点を正かくに読み取り、くらいをそろえて（小数点をそろえて）正かくに計算するこ
とがポイントです。

(3) 一つの式にひき算とわり算があるときは、わり算を先に計算します。
80÷４の答えを、100から引きましょう。

「イ」は、たろうさんがもっている72まいの３倍を求めるので、かけ算です。
「ウ」は、同じものが３つあるので、かけ算です。

長さのかんけいの中で、あたえられたじょうほうから何の大きさを１とみるかがポイントです。「何が何の何倍か」を正かく
に読みとり、図とてらし合わせられるようにしましょう。

アは180°より小さい。ウは360°より１直角（90°）分小さい。エは360°より１直角分と小さい角度分小さい。イは180°
より大きく、360°より１直角分と大きい角度分小さいので、答えはイです。

①

➁

③

アは三角形ですから当てはまりません。イとウは直角がある四角形です。今回のしきつめた図形には直角がありません。
たとえば、６つの台形をしきつめた形の上半分を見ると、左側から台形２つ分を合わせた形が平行四辺形になります。他
にもさがしてみましょう。

ぼうグラフの読み取りをする問題です。それぞれの遊びの数を正しく読み取って「何が何の何倍か」や「何が何の何分の
一か」を正しく読み取ることがポイントです。まずは、くらべるぼうグラフの数を読み取り、比べてみましょう。

電車に乗った１時間40分を１時間と40分にわけます。午前11時10分の１時間後は午後12時10分。そこから40分進める
と、午後12時50分になります。この後、20分間歩いたので、午後１時10分になります。

ろう下でけがをした人の合計は、２人だけです。一番多い場所は24人の校庭ですので、エはまちがっています。

アとウのグラフのたてじくをよく見ると、めもりの間かくがちがいます。ウのグラフは、変化の様子を見やすくするために、め
もりをはぶくことを表す波線が使われているので、折れ線グラフのかたむきが大きく見えています。めもりをしっかり見るこ
とが大切です。

おれ線グラフのめもりは左がわ、ぼうグラフのめもりは右がわです。まずは、めもりが何を表しているかたしかめてから読
み取ることが大切です。一つひとつ数ちをたしかめながらくらべてみましょう。

問題に出てくる36、20、10が何を表しているのかを考えることで、式を立てるときにひつような数が見えてきます。はるとさ
んたちの前にならんでいる組の数と、ゴンドラが１台来るのにかかる時間で、はるとさんたちがゴンドラに乗るまでの時間
をもとめることができるので、20×10になります。

　

イ

イ

エ

ア

正答れい

２

ア、エ

エ

ウ

１

５

13

３　正答れい【小学校算数　第４学年】

考え方
ワンポイントアドバイス

これまでの学習のつながり　等

12

せつ問番号

７

８

エ

ウ

ア

イ

イ

エ

９

３

４

２

ひし形と平行四辺形の特ちょうについて理かいしていることが大切です。辺の長さと角の大きさとでいうと、ひし形と平行
四辺形は「向かい合った辺は平行」「向かい合った角の大きさは等しい」という同じ特ちょうをもちます。さらにひし形は「辺
の長さが全て等しい」四角形になります。つまり①にはア、②にはウ、③にはエが入ります。

10

ウ

エ

11

６

エ
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４ 特徴的な問題と解説 

 

 

【特徴的な問題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出題の趣旨 

平成 28 年度～令和４年度市調査において、場面と図を関連付け、二つの数量関係（小数倍）を理解するこ

とに課題がみられた。令和４年度調査時の正答率も 47.2%に留まっている。そこで本問題では、問題に合わ

せた場面絵を用意するとともに、条件文を最小限の文章に絞り、整数倍にあたる二つの数量関係の場面と図

を関連付ける類似問題を出題して、改善の状況を把握することとした。 

指導のポイント 

〇系統を意識して指導する。 

小学校学習指導要領 第３章 各学年の目標及び内容 第１節 第１学年の目標及び内容 ２ 第 1 学年

の内容 Ａ数と計算（１）ア（ウ）にも「数直線」が明記されている。これを踏まえ、「数直線」を含め、そ

れに類する図を、系統立てて指導していく必要がある。以下に、学年と学習する主な図と学習単元を示す。 

学年 学習する主な図と学習単元 指導上の留意点 

１～２ ブロック（なかまづくりとかず） 具体物を抽象化する第一歩。絵で表されたものをブ

ロックに置き換え、数の合成・分解を学習する。 

１～６ 数直線・数の線（１０よりおおきいかず） 数を線上に並べ、数の大小や連続性を学習する。左か

ら小さい順に並べる。１目盛りの大きさを、１や２、

１０などに変えて表すこともある。 

２～４ テープ図（たし算のしかたを考えよう） ブロックで表したものをノートに記録する際、ブロ

ック（〇）を書く手間を省くために使用する。初めは

〇とテープが重なった図をかくと、数とテープの長

さとの関係が理解しやすい。加法や減法の立式の根

拠として活用できるようにするとよい。 

３～６ 線分図（大きい数のひっ算を考えよう） テープ図のテープ部分を省略し、より簡潔に表した

図。より簡単にかける分、説明などに用いやすく、図

を活用して考えたり説明したりする力を養う。 

４～６ 数直線図 

*２本の数直線、数直線とテープ図 

数直線と面積図 等 

目的に応じてバリエーションがある。基本的には二

つの数を比較し、何倍か、何分の一かなど、乗法や除

法が用いられる場面で活用される。 

*参考資料（https://www.kyoiku-shuppan.co.jp/2020shou/sansu/pdf/r2sansuu_zunosidou.pdf） 

小学校第４学年 算数 数と計算 

問題   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４学年 教科書上「倍の見方」 

（ ） 
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Ⅲ 小学校 第５学年 
１ 調査問題【出題の趣旨】 

数
と
計
算 

１ 

（１）は、令和４年度市調査【小５】１（１）（正答率 59.1%）において、「位をそろえ
て減法の計算をすること」に課題がみられたために四則計算の定着状況をみるために出題
した。 

(２)は、令和４年度市調査【小５】１（２）（正答率 79.5%）において、同一問題である
令和元年度市調査【小５】１（２）（正答率 66.8%）から改善がみられたため、積の選択肢
を変更し、末尾が０にならない問題を出題し、つまずきのポイントを把握することにした。 
（３）は、令和４年度市調査【小５】１（３）（正答率 66.7%）において、小数同士のわ

り算での小数点の扱い等に課題がみられたため、今年度も類似問題を出題し、定着状況を
把握することとした。 
（４）は、令和４年度市調査【小５】１（４）（正答率 77.6%）においては、概ね定着し

ているが、令和元年度と比較すると約４ポイント下がっている。（約分を見逃している解
答が、15%みられた）そのため、選択肢に同様の誤答例を残し、約分を意識した計算がで
きるかを探るために類似問題を出題することとした。 

２ 

「１にあたる大きさを求めることに除法が用いられること」「場面と図を関連付けるこ
と」に課題がみられたため、平成 28 年度～令和元年度市調査と類似の問題を出題し、正
しく選択をすることができるかを見るために出題している。今回は、場面を表した図から
立式できるかどうかにポイントを絞り、出題した。 

３ 
本問題は、令和４年度市調査【小５】２（正答率 59.6%）、令和元年度市調査【小５】14

（正答率 47.6%）において、題意を理解して（ ）を加えた式に表す技能に課題がみられ
たことから、今年度も同一問題を出題することとした。 

４ 
令和４年度市調査【小５】３（正答率 66.7%）において、公約数についての理解に課題

があると考えられるため、今年度は全ての公約数を正確に求めることができるかを確かめ
るために、類似問題を出題することとした。 

５ 

本問題の類似問題である、令和元年度市調査【小５】３（正答率 26.2%）、令和４年度市
調査【小５】４（正答率 41.1%）は、正答率が非常に低く、問題に対する立式の仕方に継
続的な課題がみられる。基準量と比較量の関係に着目して正確に立式する力の定着率を把
握するために、今年度も類似問題を出題することとした。 

図 

形 

６ 
本問題は、合同な三角形をかくために必要な構成要素を理解しているかを把握するため

に出題した。なお、本問題は、令和４年度市調査【小５】５（正答率 58.7%）と同一問題
である。 

７ 

本問題は、立方体の構成について理解し、立体になったときに隣り合う面を想像して、
正しい展開図の中から立方体にならない展開図を選ぶことができるかを把握するために
出題した。なお、本問題は、令和４年度市調査【小５】６（正答率 72.1%）と類似問題で
ある。 

８ 
本問題は、令和４年度市調査【小５】７（正答率 85.9%）と類似問題である。五角形の

角の大きさの和を求める考えをもとにして、七角形の角の大きさの和を正しく求めている
式を選ぶことができるかを把握するために出題した。 

９ 
本問題は、正方形及び長方形の面積の計算による求め方を理解し、複合図形の面積を求

めることができるかを把握するために出題した。なお、本問題は、令和４年度市調査【小
５】８（正答率 61.3%）と同一問題である。 

変
化
と
関
係 

10 
本問題は、令和４年度の市調査【小５】９（正答率 42.8%）の類似問題である。今回は、

こみ具合を比べる際の、数直線と式の意味を理解しているかをみるために出題した。 

11 
本問題は、令和４年度市調査【小５】10（正答率 49.4%）において、時速から分速を求

める計算に課題がみられたため、改善状況を把握するために出題した。 

12 

本問題は、令和４年度市調査【小５】11（正答率 86.9%）と類似問題である。表の数量
の間の関係から、一方の数量が増加するときの他方の数量の増加の数値を求めることと、
式を基に□と〇の関係を表す式を考えることはできたため今年度は、表を基に、規則性を
見出し、式に表すことができるかを把握するために出題した。 

デ
ー
タ
の
活
用 

13 

本問題は、測定値の平均を求めることができるかをみるために出題している。令和元年
度市調査【小５】６(正答率 63.8%)から、令和４年度市調査【小５】12(正答率 77.2%)で
「０を含む測定値の平均」を求める場合の正答率は増加したが、継続して定着状況の推移
を把握するために類似問題を出題した。 

14 
本問題は、二次元表の読み取り方を理解しているか把握するために出題した。また、数

値の読み取りだけではなく、目的に応じて考察することができるかをみるために出題し
た。 

15 

本問題は、令和４年度市調査【小５】14（正答率 49.6%）令和元年度市調査【小５】13(正
答率 56.0%)と類似問題である。今回は令和４年度と同様のグラフを用いるが選択肢の内
容を変更して出題することで、正答率の推移とともにつまずきのポイントを把握するため
に類似問題を出題した。 

数
と
計
算 

16 
本問題は、平成 31 年度全国調査４(２)(正答率 68.8%)と同一問題である。示された場

面から立式に必要な情報だけを取り出し、答えを出すことができるかをみるために出題し
た。本問題は、【小４】から【小６】の共通問題である。 
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問題形式

Ａ

 

数

と

計

算

Ｂ

 

図

 

形

Ｃ

 

測

 

定

Ｃ

 

変

化

と

関
係

Ｄ

　

デ
ー

タ

の
活

用

知

識

・

技

能

思

考

・

判

断

・
表

現

主

体

的

に

学

習
に

取

り

組

む

態

度

短

答

式

・

短

選

択

式

・

選

正

答

率
（

％
）

無

解

答

率
（

％
）

出

題

年

度

・

調

査

名
【

学

年
】

正

答

率
（

％
）

出

題

学

年

正

答

率
（

％
）

(１) ○ ○ 選 60.4 0.3

◎Ｒ４市
【小４】
【小５】
【小６】

69.6
59.1
68.0

小３
小４
小６
中１

55.4
67.4
71.9
78.4

(２) ○ ○ 選 76.1 0.3
Ｒ４市

【小５】 79.5

(３) ○ ○ 選 63.0 0.7
Ｒ４市

【小５】 66.7

(４) ○ ○ 選 74.4 0.5
Ｒ４市

【小５】 77.6

○ ○ 選 62.5 0.3
◎Ｒ４市
【小５】
【小６】

60.1
68.7

小６ 68.6

○ ○ 選 63.9 0.3
Ｒ４市

【小５】 59.6

○ ○ 選 75.8 0.3
Ｒ４市

【小５】 66.7

○ ○ 選 35.7 0.4

Ｒ４市
【小４】
【小５】
【小６】

49.8
41.1
47.8

小４
小６

59.5
39.5

○ ○ 選 57.0 0.4
Ｒ４市

【小５】 58.7

○ ○ 選 50.4 0.3
Ｒ４市

【小５】 72.1

○ ○ 選 75.9 0.7
Ｒ４市

【小５】 85.9

○ ○ 選 56.3 0.8
Ｒ４市

【小５】 61.3

○ ○ 選 30.1 1.0
Ｒ４市

【小５】 42.8

○ ○ 選 49.2 0.9
Ｒ４市

【小５】 49.4

(１) ○ ○ 選 92.0 0.8 ◎Ｒ４市
【小５】

93.3

(２) ○ ○ 選 83.1 1.0 ◎Ｒ４市
【小５】

86.9

○ ○ 選 80.7 1.1
Ｒ４市

【小５】 77.2

○ ○ 選 82.5 1.2 Ｒ４市
【小４】

69.5 小４ 70.4

○ ○ 選 53.9 1.5
Ｒ４市

【小５】 49.6

○ ○ 選 65.5 2.1 Ｈ31全国
【小６】

68.8 小４
小６

58.1
65.0

複数学年での出題

10

※「過去同一問題等」とは、本問題と同一あるいは類似の問題で過去の調査において出題された問題のことをいう。
　複数ある場合は、代表的なものを挙げている（同一問題には◎を付けている）。
　調査名は次の略称を用いている。「市」：さいたま市学習状況調査　「全国」：全国学力・学習状況調査
　なお、全国学力・学習状況調査の正答率は、さいたま市の正答率を示している。
※「選択式」とは、選択肢の中から解答を選ぶ問題。「短答式」とは、１つに限定される正答を短い語句または数値を用いて解答する問題。
　「記述式」とは、いくつかの選択肢やいろいろな考え方、答え方があるものなどについて、自分の考えを明確にして書く問題。
※「複数学年での出題」とは、本調査において複数の学年で同一の問題を出題している問題を指す。出題学年と正答率を示している。
★「設問番号」「設問のねらい」の網かけは、【特徴的な問題と解説】で取り上げている問題であることを示している。

５

６

７

８

９

五角形の角の大きさの和を求める考えをもとにし
て、七角形の角の大きさの和を求める正しい式を選
ぶことができる。

複合図形の面積を求めることができる。

単位量あたりの大きさを用いて、こみ具合を比べる
ことができる。

時速から分速を求めることができる。

二つの数量の間にある関係を式に表すことができ
る。

０を含む測定値の平均を求めることができる。

示された場面において、複数の数量から必要な数量
を選び、立式することができる。

二つの数量の間にある関係から、対応する値を求め
ることができる。

公約数を正確に求めることができる。

評価の観点

２　調査問題一覧表【設問別】

小数の乗法の計算をすることができる。

過去同一問題等学習指導要領の領域等

分数の減法の計算をすることができる。

１にあたる大きさを求めることに除法が用いられる
ことを理解している。
場面と図の関連を理解している。

小数の減法の計算をすることができる。

設問番号

２

３

４

１

設問のねらい

市

16

12

複合グラフから特徴を読み取ることができる。

11

13

14

15

二次元表の見方を理解している。

小数の除法の計算をすることができる。

基準量と比較量に着目し、式に合う問題を選ぶこと
ができる。

合同な図形をかくために必要な構成要素を理解して
いる。

隣り合う面を考え、立方体にならない展開図を選ぶ
ことできる。

四則の混合した式について、題意に合わせ、（　）
を加えた式で表すことができる。
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(１) 整数と小数のひき算です。引く数の小数点を正確に読み取り、位をそろえて（小数点をそろえて）正確に計
算することがポイントです。

(２)
小数のかけ算も、整数のかけ算と同じように計算することができます。3.24を10倍、8.5を100倍して整数と
見て計算し、積を1000でわると求めることができます。また、計算のと中にはくり上がりが何回もあります。
計算ミスに気を付けましょう。

(３)
小数のわり算も、整数と同じように計算することができます。2.9を10倍すると整数になるので、13.34も10倍
し、133.4÷29の計算をして答えを求めます。筆算をする時は、右にうつした（10倍した）小数点にそろえ
て、商に小数点を打ちます。

(４)
分数のたし算とひき算は、分母をそろえて（通分して）計算します。それぞれの分母の公倍数（できれば最
小公倍数）を見つけて通分しましょう。答えは、大きさを分かりやすくするために約分をして、分母を小さい
数にします。分母と分子の最大公約数でわることが約分です。倍数・約数をしっかりと身に付けましょう。

式を立てるためには、問題文を図に表し、数の関係を整理することが大切です。白いリボンの長さを１とす
ると赤いリボンの長さは、2.4にあたるため、白いリボンの長さ×2.4＝赤いリボンの長さ（12ｍ）となります。
白いリボンの長さを求めるには、12÷2.4となります。

えんぴつとノートの金がくを500円から払うので、（）を付けて表すのはえんぴつとノートを合わせた値段に
なります。えんぴつ80円とノート100円２さつ分は、（）を付けて（80＋100×２）と表し、500円から引いて求め
ます。

ある２つの数に共通する約数を、公約数といいます。また、どんな数も１ならわることができるので、公約
数の中には、必ず１がふくまれます。16と32のそれぞれの約数を、もれがないように見つけられるようにし
ましょう。

問題文の中には、２つの量（もととなる量と比べる量）があります。もととなる量を１とみたときに、比べる量
はもとのいくつ分になるかを考えます。２つの量のどちらかを□とし、数直線を使って考えると式が立てや
すくなります。

合同な三角形をかくためにどの辺の長さやどの角の大きさを使えばよいかを考えてみましょう。 合同な三
角形のかき方は、全部で３つありますが、今回は、「一つの辺の長さとその両はしの角の大きさ」を使っ
て、合同な三角形をかきます。

正しいてん開図を見つけるためには、できあがる立体図形を想像することが大切です。面と面が重ならな
いかを考えていくと、答えを見つけることができます。

多角形の角の大きさの和を求めるときに、多角形の中に三角形をいくつ見つけられるか考えてみましょ
う。今回のひろしさんの考えでは、七角形の中に７つの三角形が見つかり、その７つの角の大きさの和か
ら必要のない中心部分をひいて900°としていることに気が付くと答えが求められます。

面積の問題では、今まで学習している正方形や長方形に形を変えることができないかを考えることが大切
です。色板を動かして考えると、「２つの正方形」や「長方形」に形が変えられて、正方形や長方形の面積
の求め方で求めることができます。

こみ具合のように、異なる２つの量を比べる時は、どちらか一方をそろえて比べます。その時に、単位量当
たりの大きさを用いて比べると比べやすいです。数直線の読み方を理解し、活用できるよう、日ごろから数
直線をかく習慣を付けておきましょう。

時速は１時間あたりに走る距離、分速は１分間あたりに走る距離のことです。分速を求める際は、１時間
は60分であることから、60で割ると求めることができます。時間・分・秒の関係をしっかり確かめましょう。

(１) 一方が増えると、それに伴いもう一方が増える時は、表に表すと規則性が見つけやすくなります。表を縦
に見たり横に見たりしながら、きまりを見つけてみましょう。

(２) 式で表すときは、表をたてに見るときまりが見つけやすくなります。式に表した時は、実際の数を入れて確
かめをすることも大切です。

平均は、全体の合計を求めて、それを個数で等分すると求めることができます。(30＋０＋90＋０＋120)÷
５＝48
★０を含む場合も個数として数えるので「÷５」になります。

ろう下でけがをした人の合計は、２人だけです。一番多い場所は24人の校庭ですので、エはまちがってい
ます。

ア（折れ線グラフが気温を表していることを読み取ることができていない）
イ（折れ線グラフの変化を読み取れていない、正しく比較ができていない）
ウ（ぼうグラフが雨の量を表していることが分かり、変化の仕方を正しく読み取っている）
エ（２つのグラフを関連付けて読み取ることができていない、グラフの読み取りができていない）

問題に出てくる36、20、10が何を表しているのかを考えることで、式を立てるときに必要な数が見えてきま
す。はるとさんたちの前にならんでいる組の数と、ゴンドラが１台来るのにかかる時間で、はるとさんたちが
ゴンドラに乗るまでの時間を求めることができるので、20×10になります。

16 イ

12

14

15

７

イ

ウ

エ

ア

考え方
ワンポイントアドバイス

これまでの学習のつながり　等

３

４

５

オ

エ

８

９

１０

11

13

イ

ア

ウ

エ

６ イ

エ

１

エ

ウ

ア、エ

正答例

エ

ウ

ア

イ

せつ問番号

３　正答例【小学校算数 第５学年】

２
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４ 特徴的な問題と解説 

 

 

 

【特徴的な問題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５学年 教科書下「単位量あたりの大きさ」 

出題の趣旨 

本問題は、令和４年度の市調査【小 5】９（正答率 42．8％）の類似問題である。今回は、こみ具

合を比べる際の、数直線と式の意味を理解しているかを確認するために出題した。 
 

指導のポイント 

〇２つの関係を考える際は、数直線を用いて考えるように指導する。 

〇数直線のかき方・演算決定の方法を理解させる。 

文章問題が出題された際は、言葉の式・図を用いて、立式の根拠を明確にさせたい。図を用いて
考えさせるときは、必要に応じて数直線のかき方・活用の仕方を丁寧に指導し、図を用いる便利さ

を児童に実感させたい。４～６年生は、東京書籍の算数の教科書の巻末に数直線のかき方が載って
いるので、それを参考に指導していくとよい。 

 （１）数直線のかき方を知る。 

 ① ２本の直線を引く。数直線の図では、原則１にあたる量を下の直線 
に書き、対応する量を上の直線に書く。 

② ひろむさんのかいた数直線は１㎡あたりのうさぎの数なので、こ 

の問題の場合で１にあたる量は、「（㎡）」。つまり、下の直線は、 
面積になる。 

③ 「16」と「12」を対応させて書く。 

④ 「１」と「□」を対応させて書く。 

 

 

（２）演算決定の方法を知る。   

① 下の直線に注目し、１から 16 に向かって「→」をかく。 

② 上の直線の□から 12 に向かって「→」をかく。 

面積が 16 倍になれば、うさぎの数も 16 倍になるので、同じよう 
に「×16」と書き入れる。 

③ 上の直線に注目すると□の16倍が12になっていることが分かる 

ので、□×16＝12 と立式し、□に当てはまる数を求める式を書く。 

 

                  

 

 

小学校第５学年 算数 変化と関係 

 

 

 

 

 

 

 

＜別の考え方＞        ① 下の直線に注目し、16 から 1 に向かって「←」をかく。 

16 ㎡は、１㎡の 1/16 なので「÷16」と書き入れる。 

② 上の直線の 12 から□に向かって「←」をかく。面積が 1/16 になれば、うさ 

ぎの数も 1/16 になるので、同じように「÷16」と書き入れる。 

           ③ 上の直線に注目すると、12 の 1/16 が□になっていることが分かるので、 

12÷16 と立式する。 

×16 

×16 

指導のポイント！ 
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Ⅳ 小学校 第６学年 
１ 調査問題【出題の趣旨】 

数
と
計
算 

１ 

（１）は、令和４年度市調査【小６】１（１）（68.0％）において、位を揃えて減
法の計算をすることに課題がみられた。そこで課題の改善状況を把握するために、同
一問題を出題した。 

（２）は、令和４年度市調査【小６】１（２）（正答率 90.4％）と同一問題であり、
分数同士の乗法（約分なし）の定着状況を把握するために出題した。 

（３）は、令和４年度市調査【小６】１（４）（正答率 62.2％）と同一問題である。
分数、小数、整数の混合した乗除の計算の定着状況を把握し、つまずきのポイントを
把握するために過去２回分の問題と、数値は変えず、計算の順序を変えて出題してい
る。 

２ 

１にあたる大きさを求めることに除法が用いられることや場面と図を関連付ける
ことに課題がみられたため、平成 28 年度～令和元年度市調査と類似問題を出題し、
正しく選択をすることができるのかをみるために出題している。今回は、場面を表し
た図から立式できるかにポイントを絞り、出題した。 

３ 
本問題は、令和元年度市調査【小６】４（正答率 68.1％）、令和４年度市調査【小

６】２（正答率 85.8％）「除数、被除数に同じ数をかけても商は変わらない。」という
計算の性質を活用できるかをみるために出題した。 

４ 

本問題は、令和４年度市調査【小５】４（正答率 41.1％）、令和４年度市調査【小
６】３（正答率 47.8％）と、非常に低い数値となっており、問題に対する立式の仕方
に継続的な課題が見られる。基準量と比較量の関係に着目して正確に立式する力の定
着率を把握するために、今年度も類似問題を出題することとした。 

５ 
平成 29 年度市調査【小６】５(正答率 44.3％)、令和４年度市調査【小６】４（正

答率 38.5％）において、問題の場面を読み取り、半径から円周を求めることに課題
がみられた。そこで、課題の改善状況を把握するために、同一問題を出題した。 

図 

形 

６ 

本問題は、台形の面積の求め方および角柱の体積の求め方を理解しているかをみる
ために出題している。令和４年度市調査【小６】５(正答率 82.3％)では、三角柱の向
きや見取り図によって、底面と高さを正しく捉えて体積を求める問題を出題した。正
答率から、概ね理解できていると考えられるが、台形の面積および四角柱の体積の求
め方を考えることが理解できているか、引き続き、定着状況を把握することとした。 

７ 
本問題は、令和４年度全国調査【小６】６（正答率 72.1％）を基にして作成した。

示された作図の手順を基に図形を構成する要素に着目し、ひし形であることを判断で
きるかを問う問題である。 

８ 

本問題は、木の高さを求める活動を通して、直接測量できないものでも、縮図を活
用することで求められることを理解しているかみるために出題した。拡大図、縮図の
学習が生活で活用できることに気付かせ、進んで活用できることをねらいとしてい
る。 

変
化
と
関
係 

９ 

本問題は、比較量の求め方を理解しているかを見るために出題している。正しい式
がどれかを選択させた、令和元年度市調査【小６】14（正答率 54.6％）と正しい数値
がどれかを選択させた、令和４年度市調査【小６】９（正答率 55.2％）を見てみる
と、その差はほとんどなく依然として比較量を求めることへの課題がみられるため、
類似問題を出題し、課題の改善状況を把握することとした。 

10 

本問題は、「全体から部分や部分から部分の比を求めることができるか」「図から適
切な情報を数理的に処理できる力が身に付いているか」を見る問題である。令和４年
度市調査【小６】11（正答率 46.2％）のように部分を求める場面においての数直線の
意味を理解することへの課題が継続的にみられた。そこで類似問題を出題し、全体の
比を児童に求めさせることで、正答率に変化があるかを見ることとした。 

11 

本問題は、数量が変わっても割合は変わらないことを理解しているかをみる問題で
ある。令和４年度全国調査【小６】２（３）（正答率 28.0％）のように基準量が変わ
っていても割合が変わらないことを捉えることへの課題がみられるため、類似問題を
出題し、課題の改善状況を把握することとした。 

デ
ー
タ
の
活
用 

12 
平成 30 年度市調査【小６】（正答率 52.5％）、令和元年度市調査【小６】16（正答

率 38.2％）において、円グラフに表されている事柄を読み取ることに課題がみられ
たため、課題の改善状況を把握することとした。 

13 
本問題は、平成 28年度市調査【小６】15（正答率 78.9％）をもとに、見通しをも

ち、筋道を立てて考え、解決する力をみるために出題した。起こりうる全ての場合を
考えて解決する問題である。 

14 
本問題は、令和３年度全国調査【小６】３（正答率 67.7％）をもとにして作成し

た、表の整理の仕方を問う問題である。データを二次元の表に表す力を把握するため
に出題した。 

数
と
計
算 

15 
本問題は、平成 31 年度全国調査４(２)(正答率 68.8％)と同一問題である。示され

た場面から立式に必要な情報だけを取り出し、答えを出すことができるかをみるため
に出題した。本問題は、小４～小６の共通問題である。 
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問題形式

Ａ

 

数

と

計
算

Ｂ

 

図

 

形

Ｃ

 

測

 

定

Ｃ

 

変

化

と
関

係

Ｄ

　

デ
ー

タ
の

活

用

知

識

・

技

能

思

考

・

判

断
・

表

現

主

体

的

に

学
習

に

取

り

組

む

態

度 短

答

式

・

短

選

択

式

・

選

正

答

率
（

％
）

無

解

答

率
（

％
）

出

題

年

度

・
調

査

名
【

学

年
】

正

答

率
（

％
）

出

題

学

年

正

答

率
（

％
）

（１） ○  ○ 選 71.9 0.1

◎Ｒ４市
【小４】
【小５】
【小６】

69.6
59.1
68.0

小３
小４
小５
中１

55.4
67.4
60.4
78.4

（２） ○ ○ 選 90.2 0.1 ◎Ｒ４市
【小６】

90.4

（３） ○ ○ 選 61.2 0.5 ◎Ｒ４市
【小６】

62.2

○ ○ 選 68.6 0.1
◎Ｒ４市
【小５】
【小６】

60.1
68.7

小５ 68.6

○ ○ 選 82.8 0.2 Ｒ４市
【小６】

85.8

○ ○ 選 39.5 0.1

Ｒ４市
【小４】
【小５】
【小６】

49.8
41.1
47.8

小４
小５

59.5
35.7

○ ○ 選 41.3 0.1 ◎Ｒ４市
【小６】

38.5

○ ○ 選 78.2 0.1 Ｒ４市
【小６】

82.3

○ ○ 選 51.1 0.2 Ｒ４市
【小６】

72.1

○ ○ 選 47.5 0.3 中１ 46.0

○ ○ 短 48.9 1.5 Ｒ４市
【小６】

55.2

（１） ○ ○ 短 69.2 1.5 Ｒ４市
【小６】

46.2

（２） ○ ○ 選 41.5 0.3 Ｒ４市
【小６】

46.2

○ ○ 選 42.5 0.4 Ｒ４全国
【小６】

28.0 中１ 57.7

（１） ○ ○ 短 70.0 2.5 Ｒ１市
【小６】

38.2

（２） ○ ○ 選 64.4 0.5 Ｒ１市
【小６】

38.2 中１ 67.8

○ ○ 短 67.4 0.7 Ｈ28市
【小６】

78.9

（１） ○ ○ 選 87.9 0.5 Ｒ３全国
【小６】

67.7

（２） ○ ○ 短 66.8 2.8 Ｒ３全国
【小６】

67.7

○ ○ 選 65.0 1.2 Ｈ31全国
【小６】

68.8 小４
小５

58.1
65.5

複数学年での出題

部分を求める場面において、線分図に対応する比の関係
を考えることができる。

角柱の底面や高さがどこかを理解し、体積を求めること
ができる。

設問のねらい

小数の減法の計算をすることができる。

縮尺を基にして、実際の長さを求めることができる。

問題の場面を把握し、円の半径から円周を求めることが
できる。

市

５

６

７

８

９

※「過去同一問題等」とは、本問題と同一あるいは類似の問題で過去の調査において出題された問題のことをいう。
　複数ある場合は、代表的なものを挙げている（同一問題には◎を付けている）。
　調査名は次の略称を用いている。「市」：さいたま市学習状況調査　「全国」：全国学力・学習状況調査
　なお、全国学力・学習状況調査の正答率は、市の正答率を示している。
※「選択式」とは、選択肢の中から解答を選ぶ問題。「短答式」とは、１つに限定される正答を短い語句または数値を用いて解答する問題。
※「複数学年での出題」とは、本調査において複数の学年で同一の問題等を出題している問題を指す。出題学年と正答率を示している。
★「設問番号」「設問のねらい」の網かけは、【特徴的な問題と解説】で取り上げている問題であることを示している。

基準量・比較量・割合の関係を捉え、比較量を求めるこ
とができる。

除法の性質を用いて、分数の除法を考えることができ
る。

部分を求める場面において、線分図に対応する比の関係
を考えることができる。

示された場面のように、数量が変わっても割合は変わら
ないことを理解している。

円グラフに表されている事柄を読み取ることができる。

事象を数理的に捉え、順序良く整理する観点を決めて、
落ちや重なりなく調べることができる。

示された場面において、複数の数量から必要な数量を選
び、立式することができる。

円グラフに表されている事柄を読み取ることができる。

図形を構成する要素に着目し、作図をしている図形を考
えることができる。

15

データを二次元の表にまとめることができる。

データを二次元の表にまとめることができる。

10

基準量と比較量に着目し、式に合う問題を選ぶことがで
きる。

３

11

13

12

14

１にあたる大きさを求めることに除法が用いられること
を理解している。
場面と図の関連を理解している。

分数の乗法の計算をすることができる。

２　調査問題一覧表【設問別】

評価の観点 過去同一問題等

分数、小数、整数の混合した計算をすることができる。

２

１

学習指導要領の領域等

設問番号

４

-15-



(1) 整数と小数の混合のひき算です。引く数の小数点を正確に読み取り、位をそろえて（小数点をそろえて）正
確に計算することがポイントです。

(2) 分数同士のかけ算の基本的な問題です。分数同士のかけ算は、分母同士、分子同士をかけます。分母は
５×３＝15、分子は４×２＝８　となりますから、この問題の答えは、エとなります。

(3)

分数、整数、小数のかけ算とわり算がまじった計算です。計算のきまりに従い、左から順に計算します。

まず、 　÷３　ですが、分数を整数でわるため、分母に３をかけます。

さらに、この答えに0.1をかけます。分数と小数はそのままでは
かけ合わせることができないため、0.1を分数に直します。

　　　　　　　　　　   　　　　と計算することもできます。

式を立てるためには、問題文を図に表し、数の関係を整理することが大切です。白いリボンの長さを１とす
ると赤いリボンの長さは、2.4にあたるため、白いリボンの長さ×2.4＝赤いリボンの長さ（12ｍ）となります。
白いリボンの長さを求めるには、12÷2.4となります。

わり算は、わられる数とわる数に同じ数をかけても商は変わらないという性質があります。けいすけさんが、
なおしたあとの式では、わる数が１になっています。けいすけさんは、

わる数である　　 に、その逆数である 　 をかけて、わる数を１にしたと考えることができます。

そしてわられる数の  　にも、 　をかけることをわすれないように気を付けましょう。

これらの問題には、２つの量（基準になる量と比べる量）があります。基準になる量を１とみたときに、比べる
量は基準になる量のいくつ分になるかを考えます。２つの量のどちらかを□とし、数直線を使って考えると
式が立てやすくなります。

ゆいさんは観らん車に乗っているため、半径50ｍの円の円周の長さ分が動いたことになります。
（円周の長さ）＝（直径）×3.14で求められます。直径は半径の２倍の長さになるので、（円周の長さ）＝50×
２×3.14です。

角柱は、底面と側面で構成される立体です。角柱は底面が多角形で側面が長方形や正方形の立体なの
で、問題の図形は台形の面を底面とする四角柱です。
底面となる台形の面積は、【底面積】＝（上底＋下底）×（高さ）÷２ です。
四角柱の体積は、【底面積】×【四角柱の高さ】で求めることができます。
よって、四角柱の体積は、（上底＋下底）×（高さ）÷２×【四角柱の高さ】で（４＋６）×３÷２×10となりま
す。

４㎝の直線を４本引いていることに注目すると、すべての辺の長さが等しい四角形になることが分かりま
す。また、120°回転させると、180−120＝60で、60°の角ができます。図形をかいていくと、向かい合う角
の大きさが60°、120°で等しくなることがわかります。すべての辺の長さが等しく、向かい合う角の大きさ
が等しくなるので、ひし形になることがわかります。

直角三角形の縮尺は200分の１です。縮図の辺ＡＢの長さが４cmということは、実際の長さ

は、その200倍です。つまり、４×200＝800（cm）になります。800cm＝８ｍです。
目の高さが地上から1.2ｍなので、８＋1.2＝9.2（ｍ）です。

どの数を「１」とみるのかを考えてみましょう。ポイントは「もとにする量」を見つけることです。この問題では、
女子の人数は「比べられる量」にあたるので、「もとにする量」×「割合」で求めることができます。百分率は
割合に直して計算しましょう。

（１）

線分図から必要な情報を読み取る必要があります。今回の問題では、コーヒー牛にゅう全体の比の値を

求めたり、コーヒー牛にゅうの割合と量の関係を等しい比の関係を使ったり、牛にゅうは全体の　　　の割合
にあたることを使ったりして牛にゅうの量を求めることができます。

（２）
比のあたいが何を示しているかを線分図を基に考えましょう。ア、イともにある数字は500です。500はコー
ヒー牛にゅう全体の量です。コーヒー牛にゅう全体を比のあたいで示すと、コーヒーの４と牛にゅうの１を合
わせて５。つまりイが正解になります。

オレンジジュース全体の量（基準量）が変わってもジュースにふくまれている果汁の割合は変わらないことに
気が付く必要があります。

（１） 南小学校の体育の好きな６年生は100人のうち32％です。100×0.32＝32なので、32人です。

（２） 北小学校と南小学校の理科が好きな６年生は、どちらも８％ですが、全体の人数が違います。北小学校
は、150×0.08＝12で12人。南小学校は100×0.08＝８で８人です。つまり、北小学校の方が多いです。

じゅ形図をかいて考えましょう。じゅ形図をかくときは、カレーライスを「カ」、グラタンを「グ」、スパゲッティを
「ス」と表すと簡単になります。Aでカレーライスを選んだ場合、６通り考えられるので、６×３＝18で、18通り
です。

（１） 国語が好きな人は、アとイです。そのうち、読書が好きな人はアです。

（２） オは、すべてを合計した人数が入ります。アンケートをとった人数は全部で18人なので、18が入ります。

問題に出てくる36、20、10が何を表しているのかを考えることで、式を立てるときに必要な数が見えてきま
す。はるとさんたちの前にならんでいる組の数と、ゴンドラが１台来るのにかかる時間で、はるとさんたちが
ゴンドラに乗るまでの時間を求めることができるので、20×10になります。

イ

エ

ウ

エ

正答例

エ

イ

ア、エ

１８

ウ

ア

設問番号

３　正答例【小学校算数　第６学年】

考え方
ワンポイントアドバイス

これまでの学習のつながり　等

５

ア

ア

ウ

３２

エ

イ

１８

ウ

３２０

５

２

３

４

６

７

８

９

１

13

15

11

12

10

14

(*1)

(*2)

(*1)

(*2)
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４ 特徴的な問題と解説 

 

 

【特徴的な問題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 第６学年 教科書「比」 

出題の趣旨 

本問題は、全体と部分の比の対応関係を理解しているかを見る問題である。過去の調査結果から全
体と部分の比の対応関係を理解することへの課題がみられる。そこで、全体の比を求めた上で、全体
と部分の等しい比を求めさせることで、課題の改善状況を把握することとした。 

指導のポイント 

〇図と言葉と式を関連付けて考える 
比例配分の問題を考えるときは、線分図を用いて考えると分かりやすくなります。 
500mL のコーヒー牛乳を作るには、コーヒーと牛乳を混ぜます。（コーヒー牛乳＝コーヒー＋牛

乳）つばささんは、コーヒーと牛乳の比を、４：１としているので、コーヒー４と牛乳１を合わせる
必要があります。 

（１）のコーヒー牛乳全体の比は、４＋１＝５と考えることができます。つまり全体の比は５と

なります。コーヒー牛乳の量は 500mL なので、比の５とコーヒー牛乳の 500mL が対応します。

次に、牛乳の比は１で、実際の量は分かりません。したがって、牛乳の比１と牛乳の量ｘmL が対応

します。よって、比と実際の量の対応を整理すると、下のように、等しい比の関係を表すことができ

ます。 

 

５：１＝５００：ｘ  

 

 

では、他の場合の線分図で考えてみましょう。 

 

 

 

 

 

例えば、上の図のような線分図だと、砂糖の比５と砂糖の量□ｇが対応しています。 

また、小麦粉の比７と小麦粉の量 140ｇが対応していることが分かります。 

よって、比と実際の量の対応を整理すると、下のように、等しい比の関係を表すことができま 
す。 

 

           ５：７＝□：140 

 

問題の意味を線分図で表すと、等しい比の関係を視覚的に捉えることができて、分かりやすくな

ります。 

小学校第６学年 算数 変化と関係 

問題  
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Ⅴ 中・中等教育学校 第１学年 

１ 調査問題【出題の趣旨】  

 

小
学
校
の
復
習 

１ 
 本問題は、令和５年度市調査【小６】と同一の問題である。 

小学校の学習の定着状況をみるために出題した。 

数
と
式 

２ 

本問題は、（１）絶対値の意味を理解している、（２）加減乗除を含む正の数と負の数の計算にお
いて、計算のきまりにしたがって計算をすることができる、（３）自然数を素数の積で表した結果
の意味を理解している、（４）文字式に数を代入して式の値を求めることができる、（５）整式の加
法と減法の計算をすることができるかどうかをみるための問題である。 
（１）は、令和２年度全国調査（中止）の類似の問題であり、学習の定着状況をみるために出題し
た。 
（２）は、令和４年度市調査【中１】２（１）（正答率70.0％）と類似の問題であり、学習の定着
状況をみるために出題した。 
（３）は、令和４年度市調査【中１】２（２）（正答率69.1％）と類似の問題である。学習指導要
領の改訂により、素数、素因数分解の内容が第1学年へ移行された。素因数分解できるかだけでは
なく、算数で学習した整数の性質を中学校の学習につなげることが大切であることから出題した。 
（４）は、令和４年度市調査【中１】２（３）（正答率45.5％）、令和元年度市調査【中１】３
（２）（正答率47.2％）と類似の問題である。文字式に数を代入して式の値を求めることに、
継続的な課題がみられることから出題した。 

３ 

本問題は、数の集合と四則計算の可能性について理解しているかどうかをみるための問題
である。 
令和４年度市調査【中１】３（正答率 67.3％）、令和元年度市調査【中１】４（正答率

66.0％）と類似の問題であり、学習の定着状況をみるために出題した。 

４ 

本問題は、正の数と負の数で表された表と平均点から基準にした点数を求めることができ
るかどうかをみるための問題である。 
令和４年度市調査【中１】４（正答率 25.4％）、令和元年度市調査【中１】５（２）（正答

率 51.5％）と類似の問題であり、課題が見られることから出題した。 

５ 

本問題は、与えられた説明の筋道を読み取り、事象を数学的に表現することができるかど
うかをみるための問題である。 
令和４年度市調査【中１】５（正答率 59.9％）、令和元年度市調査【中１】９（２）（正答

率 41.6％）と類似の問題である。令和４年度は短答式から選択式に変更し、正答率が高くな
ったことから、学習の定着状況を見るために出題した。 

６ 

本問題は、（１）数量の相等関係や大小関係を式に表すことができる、（２）一元一次方程
式を解くことができる、（３）一元一次方程式の解の意味を理解している、（４）問題場面に
おける数量の関係を事象に即して解釈することができるかどうかをみるための問題である。 
（１）は、令和４年度市調査【中１】６（１）（正答率 71.6％）と類似の問題であり、学習
の定着状況をみるために出題した。 
（２）は、令和４年度市調査【中１】６（２）（正答率 63.8％）の類似の問題であり、学習
の定着状況をみるために出題した。 
（３）は、令和元年度市調査【中１】６（１）（正答率 45.9％）、平成 30 年度市調査【中
１】（正答率 44.9％）と類似の問題であり、課題がみられることから出題した。 
（４）令和４年度市調査６（４）【中１】72.6％の類似の問題であり、学習の定着状況をみる
ために出題した。 

関
数 

７ 

本問題は、反比例のグラフから、式をつくることができるかどうかをみるための問題であ
る。 
令和４年度市調査【中１】７（２）（正答率 65.1％）、令和元年度市調査【中１】10（２）

（正答率 45.9％）と類似の問題である。令和４年度は出題形式を変更し、正答率が高くなっ
たことから、学習の定着状況を見るために出題した。 

８ 

本問題は、（１）事象における数量の関係を見いだし、それを的確に捉えることができる、
（２）グラフから必要な情報を読み取り、事象を数学的に解釈することができるかどうかを
みる問題である。   
（１）、（２）は、令和２年度全国調査（中止）の類似の問題であり、学習の定着状況をみるた
めに出題した。 
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問題形式

Ａ
　
数
と
式

Ｂ
　
図
　
形

Ｃ
　
関
　
数

Ｄ
　
デ
ー

タ
の
活
用

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態

度 短
答
式
・
短

選
択
式
・
選

正
答
率
（

％
）

無
解
答
率
（

％
）

出
題
年
度
・
調
査
名
【

学
年
】

正
答
率
（

％
）

出
題
学
年

正
答
率
（

％
）

（１） ○ ○ 選 78.4 0.1 Ｒ４市
【中１】 69.1

小３
小４
小５
小６

55.4
67.4
60.4
71.9

（２） 〇 ○ 選 57.7 0.6 Ｒ４全国
【小６】 22.9 小６ 42.5

（３） ○ 〇 選 46.0 0.4 小６ 47.5

（４） 〇 〇 選 67.8 0.1 小６ 67.8

（１） ○ 〇 選 80.8 0.2 Ｒ２全国
【中３】 ―

（２） ○ ○ 選 71.3 0.2 Ｒ４市
【中１】 70.0

（３） ○ ○ 選 76.1 0.3 Ｒ４市
【中１】 69.1

（４） ○ ○ 選 46.6 0.2 Ｒ４市
【中１】 45.5

（５） ○ ○ 選 70.0 0.4 Ｒ４市
【中１】 64.5

○ 〇 選 80.3 0.2 Ｒ４市
【中１】 67.3

○ 〇 短 27.4 4.7 Ｒ４市
【中１】 25.4

○ ○ 選 58.9 0.4 Ｒ４市
【中１】 59.9

（１） ○ 〇 選 65.3 0.3 Ｒ４市
【中１】 71.6

（２） ○ ○ 短 43.2 5.2 Ｒ４市
【中１】 63.8

（３） ○ ○ 選 59.9 0.4 Ｒ１市
【中１】 45.9

（４） ○ 〇 選 42.9 0.6 Ｒ４市
【中１】 72.6

〇 ○ 選 55.9 0.6 Ｒ４市
【中１】 65.1

（１） 〇 〇 選 65.8 0.6 Ｒ２全国
【中３】 ―

（２） ○ ○ 選 64.2 1.2 Ｒ２全国
【中３】 ―

複数学年での出題

※「過去同一問題等」とは、本問題と同一あるいは類似の問題で過去の調査において出題された問題のことをいう。
　複数ある場合は、代表的なものを挙げている。
　調査名は次の略称を用いている。「市」：さいたま市学習状況調査　「全国」：全国学力・学習状況調査
　なお、全国学力・学習状況調査の正答率は、さいたま市の正答率を示している。
※「選択式」とは、選択肢の中から解答を選ぶ問題。「短答式」とは、１つに限定される正答を短い語句または数値を用いて解答する問題。
※「複数学年での出題」とは、本調査において複数の学年で同一の問題を出題している問題を指す。出題学年と正答率を示している。

過去同一問題等

グラフから必要な情報を読み取り、事象を
数学的に解釈することができる。

評価の観点学習指導要領の領域等

設問のねらい

自然数を素数の積で表した結果の意味を
理解している。

整式の加法と減法の計算をすることがで
きる。

縮尺を基にして、実際の長さを求めること
ができる。

円グラフに表されている事柄を読み取るこ
とができる。

文字式に数を代入して式の値を求めるこ
とができる。

加減乗除を含む正の数と負の数の計算に
おいて、計算のきまりにしたがって計算を
することができる。

絶対値の意味を理解している。

数量の相等関係や大小関係を式に表すこ
とができる。

事象における数量の関係を見いだし、そ
れを的確に捉えることができる。

問題場面における数量の関係を事象に即
して解釈することができる。

反比例のグラフから、式をつくることができ
る。

一元一次方程式の解の意味を理解してい
る。

示された場面のように、数量が変わっても
割合は変わらないことを理解している。

一元一次方程式を解くことができる。

数の集合と四則計算の可能性について理
解している。

正の数と負の数で表された表と平均点か
ら基準にした点数を求めることができる。

小数の減法の計算をすることができる。

市

与えられた説明の筋道を読み取り、事象
を数学的に表現することができる。

２　調査問題一覧表【設問別】

設問番号

７

１

２

６

８

３

４

５
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３ 正答例【中・中等教育学校数学 第１学年】 

設問番号 正答例 

考え方 

ワンポイントアドバイス 

これまでの学習のつながり 等 

１ 

（１） エ 
20 の一の位は０です。1.7 の一の位の数は１です。位をそろえて計算をしましょ

う。 

（２） ウ 

飲み物の量に対する果汁の量の割合は、飲み物の濃さを表しています。 

飲み物を分けても飲み物の濃さは変わらないことから、果汁の量の割合も変わり

ません。 

（３） エ 
もとの図を、形を変えないで小さくした図を縮図といいます。縮図は、対応する

辺の長さの比がどれも等しくなっています。 

（４） ア 割合だけでなく、それぞれの小学校の６年生の人数も確認しましょう。 

２ 

（１） ウ 

数直線上で、０からある数までの距離を、その数の絶対値といいます。４つの数

の絶対値はそれぞれ、５、２、１、４なので、絶対値が３より大きい数は、－５と

４です。 

（２） イ 四則が混じった計算では、加法、減法よりも、乗法、除法を先に計算しましょう。 

（３） イ 
14の倍数は、14×（整数）で表すことができます。14＝２×７ であることから、 

２×７×（整数）で表される式が14の倍数になります。 

（４） エ 
𝑥２＝𝑥×𝑥 なので、𝑥＝－３ を代入すると、（－３）×（－３）＝(－３)２ となり

ます。 

（５） ウ かっこをはずし、さらに項をまとめます。 

３ エ 
𝑎，𝑏に具体的な数を当てはめて、計算の結果が整数にならないものを見つけまし

ょう。例えば、𝑎＝１，𝑏＝２ とすると、エは １÷２＝   で分数になります。 

４ 70 
基準にした得点との違いの平均を求めると、 －10÷５＝－２ となり、平均点は、

基準にした得点よりも２点低いので、 68＋２＝70 となります。 

５ イ 

具体的な数で考えてみましょう。四角形を２個つくるとき、２回数えているマッ

チの数は１本、３個のとき２本、４個のとき３本…となるので、２回数えている

マッチの本数は四角形の個数より１少ない数になります。したがって、四角形を𝑛
個つくるとき、２回数えているマッチの本数は（n－１）本となります。 

６ 

（１） エ 

𝑥と𝑦の関係を式に表すと、 𝑥－60＝３𝑦 となります。また、𝑥円の品物を買おう

として、３人が 1 人𝑦円ずつ出してもお金がたりないことから、 𝑥＞３𝑦 となり

ます。 

（２） 16 
分数をふくむ方程式では、分母の２を両辺にかけて、分数をふくまない式になお

してから解くこともできます。 

（３） イ 
方程式を成り立たせる文字の値を、その方程式の解といいます。この場合は、１

がこの方程式の解になります。 

（４） ア 

問題場面における数量の関係をとらえることが大切です。 

はじめにある折り紙の枚数は、どんな分け方をしても変わりません。はじめにあ

る折り紙の枚数を、２通りの分け方で、それぞれ式に表しています。 

７ エ 

𝑦は𝑥に反比例するから、 𝑦＝   と表すことができます。グラフは、点Ａ（－

２，４）を通ることから、𝑥＝－２，𝑦＝４を代入して、比例定数𝑎の値を求めまし

ょう。 

８ 

（１） ア 
Ａさんは、紙パックの枚数を直接数えずに、紙パックの厚さを調べて枚数を求め

ています。 

（２） イ 
１枚の重さを28ｇとしたときのグラフと、１枚の重さを32ｇとしたときのグラフ

について、𝑥の値が45000のときの、𝑦座標の値の差を求めましょう。 

１ 

２ 

𝑎 𝑥 
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３枚ずつ
配るとき

５枚ずつ
配るとき

折り紙の枚数

折り紙の枚数

=

＝

３×（人数）＋２０ （個）

５×（人数）ー２  （個）

折り紙の枚数

３枚×（人数）

５枚×（人数）

不足余り

４ 特徴的な問題と解説 

 

【特徴的な問題】 

問題 

 

 

 

 

 

 

 

出題の趣旨 

 本問題は、問題場面における数量の関係を事象に即して解釈することができるかどうかをみるために

出題した。 

令和 4 年度さいたま市学習状況調査【中１】６（４）と類似の問題であり、正答率は 72.6%であっ

た。「速さ・時間・道のり」から「過不足」の問題に変更し、何を𝒙としたかも問う形で出題した。 

指導のポイント 

○問題の中の数量に着目して、数量の関係を捉える。 

 問題の中の数量の関係を正しく捉えるためには、ことばの式で表したり、図や表などに表したりする

ことが有効である。例えば、「はじめにある折り紙の枚数は、どんな分け方をしても変わらない」という

ことに着目すると、２通りの配り方を、生徒の人数を𝒙とし、図に表すことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○与えられた方程式を事象に即して解釈する場面を取り入れる。 

上記のように問題の中の数量に着目し、方程式をつくる場面だけではなく、本問題のように、与えられ

た方程式は、何を𝒙としたか、どんな数量の関係に着目したかを、話し合う場面を設定することが大切で

ある。 

プラス𝒂 

折り紙の枚数を文字で表し、生徒の人数が等しいことに着目して方程式をたてる方法も授業の中に

取り入れられるとよい。 

中・中等教育学校第１学年 数学 数と式 
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Ⅵ 中・中等教育学校 第２学年 

１ 調査問題【出題の趣旨】  

 

数
と
式 

１ 

本問題は、（１）整式の加法と減法の計算をすることができる、（２）二元一次方程式の解の意味
を理解しているかどうかをみるための問題である。 
（１）は、令和４年度市調査【中１】２（４）（正答率64.5％）の類似の問題であり、推移をみるた
めに出題した。 
（２）は、令和４年度市調査【中２】２（正答率 59.8％）、平成29年度市調査【中２】（正答率
63.7％）、平成 30 年度市調査【中２】（正答率 69.2％）、令和元年度市調査【中２】（正答率
62.8％）と類似の問題である。二元一次方程式の解の意味を理解することに、継続的な課題が
みられることから出題した。 

２ 

本問題は、（１）与えられた説明を振り返って考え、式変形の目的を捉えることができる、
（２）統合的・発展的に考察し、得られた数学的な結果を事象に即して解釈することができる
かどうかをみるための問題である。 
（１）は、令和４年度市調査【中２】１（３）（正答率72.0％）の類似の問題であり、推移をみるた
めに出題した。 
（２）は、平成３１年度全国調査９（３）（正答率73.5％）の類似の問題であり、統合的・発展的に
考察することができるようにすることが大切であることから出題した。 

３ 

本問題は、連立方程式を解く過程を、事象に即して解釈することができるかどうかをみるた
めの問題である。 
令和４年度市調査【中２】８（正答率 48.1％）と同一の問題であり、課題がみられることか

ら出題した。 

関
数 

４ 

本問題は、一次関数の式を理解しているかどうかをみるための問題である。 
令和４年度市調査【中２】３（１）（正答率 49.4％）、平成 30 年度市調査【中２】（正答率

40.1％）、令和元年度市調査【中２】（正答率 38.0％）と類似の問題である。一次関数の式を理
解することに、継続的な課題がみられることから出題した。 

５ 

本問題は、（１）一次関数の変化の割合の意味を理解している、（２）数学的に表現したこと
を事象に即して解釈することができるかどうかをみるための問題である。 
（２）は、平成 31 年度全国調査【中３】６（１）（正答率41.5％）の類似の問題であり、数学的に
表現したことを事象に即して解釈することに、課題がみられることから出題した。 

図
形 

６ 

本問題は、（１）図形の移動を理解している、（２）投影図から考えられる立体を判断するこ
とができるかどうかをみるための問題である。 
（２）は、令和４年度市調査【中２】４（４）（正答率 26.7％）、令和元年度市調査【中２】
（正答率 72.8％）と類似の問題である。投影図から考えられる立体を判断することに、課題が
みられることから出題した。 

７ 

本問題は、垂線の作図の方法を理解しているかどうかをみるための問題である。 
令和元年度市調査【中２】４（２）（正答率 40.0％）の同一の問題であり、課題がみられる

ことから、動画を活用した問題に変更し、出題した。 
令和３年度文部科学省委託事業【学力調査を活用した専門的な課題分析に関する調査研究】

事業報告書では、「動作の順序を説明する問題は、動画を用いることに適している可能性があ
る。」との記載もあり、動画を活用することとした。 

８ 

本問題は、既習の図形の性質を用いて、角の大きさを求めることができるかどうかをみるた
めの問題である。 
令和４年度市調査【中２】６（２）（正答率 71.2％）、平成 30 年度市調査【中２】（正答率

66.0％）、令和元年度市調査【中２】（正答率 73.1％）と類似の問題であり、学習の定着状況を
みるために出題した。 

デ
ー
タ
の
活
用 

９ 
本問題は、累積度数の意味を理解しているかどうかをみるための問題である。 
令和５年度全国調査【中３】５（正答率60.4％）と同一の問題であり、累積度数の意味を理解す

ることに、課題がみられることから出題した。 

１０ 

本問題は、（１）ヒストグラムから必要な情報を読み取ることができる、（２）相対度数、中
央値、最頻値の意味を理解している、（３）与えられた情報から必要な情報を選択し、事象に即
して解釈することができるかどうかをみるための問題である。 
（２）は、令和４年度市調査【中２】７（２）（正答率 18.5％）、令和元年度市調査【中２】
（正答率 31.4％）と類似の問題である。相対度数、中央値、最頻値の意味を理解することに、
課題がみられることから出題した。 
（３）は、令和４年度市調査７（３）【中２】（正答率 39.1％）と同一の問題であり、与えられ
た情報から必要な情報を選択し、事象に即して解釈することに、課題がみられることから出題
した。 
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問題形式

Ａ
　
数
と
式

Ｂ
　
図
　
形

Ｃ
　
関
　
数

Ｄ
　
デ
ー

タ
の
活
用

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態

度 短
答
式
・
短

選
択
式
・
選

正
答
率
（

％
）

無
解
答
率
（

％
）

出
題
年
度
・
調
査
名
【

学
年
】

正
答
率
（

％
）

出
題
学
年

正
答
率
（

％
）

（１） ○ ○ 選 81.4 0.1 Ｒ４市
【中２】 64.5

（２） ○ ○ 選 64.0 0.3 Ｒ４市
【中２】 59.8

（１） ○ ○ 選 64.9 0.3 Ｒ４市
【中２】 72.0

（２） ○ ○ 選 63.4 0.6 Ｈ31全国
【中３】 73.5

○ ○ 選 47.5 0.4 Ｒ４市
【中２】 48.1

○ ○ 選 51.7 0.2 Ｒ４市
【中２】 49.4

（１） ○ ○ 短 31.2 8.5 Ｈ28全国
【中３】 57.5

（２） ○ ○ 選 34.5 0.3 Ｈ31全国
【中３】 41.5

（１） ○ ○ 選 55.3 0.2 Ｒ４市
【中２】 46.4

（２） ○ ○ 選 31.7 0.2 Ｒ４市
【中２】 26.7

○ ○ 選 54.5 0.5 Ｒ１市
【中２】 40.0

○ ○ 短 62.0 3.6 Ｒ４市
【中２】 71.2

○ ○ 短 60.0 7.6 Ｒ５全国
【中３】 60.4

（１） ○ ○ 短 80.9 4.0 Ｒ４市
【中２】 87.5

（２） ○ ○ 選 42.5 0.6 Ｒ４市
【中２】 18.5

（３） ○ ○ 選 37.3 0.8 Ｒ４市
【中２】 39.1

８

９

５

６

10

※「過去同一問題等」とは、本問題と同一あるいは類似の問題で過去の調査において出題された問題のことをいう。
　複数ある場合は、代表的なものを挙げている（同一問題には◎を付けている）。
　調査名は次の略称を用いている。「市」：さいたま市学習状況調査　「全国」：全国学力・学習状況調査
　なお、全国学力・学習状況調査の正答率は、市の正答率を示している。
※「選択式」とは、選択肢の中から解答を選ぶ問題。「短答式」とは、１つに限定される正答を短い語句または数値を用いて解答する問題。
※「複数学年での出題」とは、本調査において複数の学年で同一の問題等を出題している問題を指す。出題学年と正答率を示している。
★「設問番号」「設問のねらい」の網かけは、【特徴的な問題と解説】で取り上げている問題であることを示している。

相対度数、中央値、最頻値の意味を理解して
いる。

与えられた情報から必要な情報を選択し、事
象に即して解釈することができる。

評価の観点

２　調査問題一覧表【設問別】

整式の加法と減法の計算をすることができる。

二元一次方程式の解の意味を理解している。

与えられた説明を振り返って考え、式変形の
目的を捉えることができる。

統合的・発展的に考察し、得られた数学的な
結果を事象に即して解釈することができる。

学習指導要領の領域等 過去同一問題等市

設問番号

１

２

複数学年での出題

設問のねらい

既習の図形の性質を用いて、角の大きさを求
めることができる。

累積度数の意味を理解している。

ヒストグラムから必要な情報を読み取ることが
できる。

図形の移動を理解している。

投影図から考えられる立体を判断することが
できる。

３

４

７

連立方程式を解く過程を、事象に即して解釈
することができる。

垂線の作図の方法を理解している。

一次関数の式を理解している。

一次関数の変化の割合の意味を理解してい
る。

グラフ上の点Pのｙ座標と点Qのｙ座標の差を、
事象に即して解釈することができる。
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３ 正答例【中・中等教育学校数学 第２学年】 

設問番号 正答例 

考え方 

ワンポイントアドバイス 

これまでの学習のつながり 等 

１ 

（１） ウ かっこをはずし、さらに同類項をまとめます。 

（２） ウ 
左辺に𝑥，𝑦の値を代入して求めた結果が、右辺の３と同じになる𝑥，𝑦の値の組を

見つけましょう。二元一次方程式の解は1つとは限りません。 

２ 
（１） エ 

５（２𝑛＋４）は、５×（整数）で表されているので、５の倍数といえます。また、

２𝑛＋４ は、連続する５つの偶数の中央の数を表しています。 

（２） エ 
２𝑛＋３ は、２𝑛＋２ と ２𝑛＋４ の間の数となります。また、２𝑛＋３ は奇数を

表しています。 

３ ア 
【手順１】に対応する計算がある部分は、連立方程式の解く過程の波線部です。 

【手順２】に対応する計算が、どの部分かを判断するときは、波線部にも着目して

考えてみましょう。 

４ オ 
一次関数は、𝑦＝𝑎𝑥＋𝑏 で表すことができます。 𝑏＝０の場合、𝑦＝𝑎𝑥となり、比例の関係になります。つまり、比例は一次関数の

特別な場合です。 

５ 

（１） １５０００ 
𝑥の増加量が１のときの𝑦の増加量が変化の割合であることを表しています。この

場合、１年間あたりの電気代が変化の割合となります。 

（２） エ 
点Ｐの𝑥座標が０であるときの𝑦座標80000は、ある冷蔵庫の「本体価格80000円」

を表し、点Ｑの𝑥座標が８であるときの𝑦座標200000はある冷蔵庫を「購入して８

年間使用するときの総費用200000円」を表しています。 

６ 

（１） エ 

平面上で、図形を、一定の方向に、一定の長さだけずらして移すことを「平行移動」

といいます。 

平面上で、図形を、１つの点Оを中心として、一定の角度だけまわして移すことを

「回転移動」といいます。 

平面上で、図形を、１つの直線ℓ を折り目として、折り返して移すことを「対称移

動」といいます。 

（２） ウ 
立面図と平面図の２つの図と、それぞれの図において見えない辺（破線）がないこ

とに着目し、考えられる立体を選びましょう。 

７ エ 
手順通りの作図によって、何が作図できたのかを考えてみましょう。この問題で

は、【手順①】から AD＝AE が成り立ち、【手順②】から DP＝EP が成り立つことか

ら、四角形ADPEが線対称な図形であることがわかります。 

８ ６５ 三角形の内角・外角の性質や平行線の性質を用いて求めることができます。 

９ ９ 
「階級」、「度数」、「累積度数」について確認しておきましょう。 

「累積度数」は、最初の階級から、ある階級までの度数の合計です。 

10 

（１） ８ 
ヒストグラムから 28.0℃以上 31.0℃未満の度数が８であることがわかりま

す。 

（２） オ 

「相対度数」、「中央値」、「最頻値」について確認しましょう。 

それぞれの階級の度数の、全体に対する割合を、その階級の「相対度数」とい

います。 

データの値を大きさの順に並べたときの中央の値を「中央値」といいます。 

データの値の中でもっとも多く現れる値を「最頻値」といいます。 

（３） イ 
「28.0℃より高い日数が多いのか、低い日数が多いのか」を判断するためには、

中央値を用いることが適切です。 
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４ 特徴的な問題と解説 

 

 

【特徴的な問題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出題の趣旨 

本問題は、数学的に表現したことを事象に即して解釈することができるかどうかをみるために出題した。 

平成３１年度全国学力・学習状況調査【中３】６(１)と同一の問題であり、正答率は 41.5％(全国の

正答率 38.8%)であった。 

グラフ上の２点のｙ座標の差を事象に即して解釈できるかどうかをみるために出題した。 

指導のポイント 

○数学的に表現したことを事象に即して解釈する活動を取り入れる。 

例えば、「（総費用）＝（本体価格）＋（１年間あたりの電気代）×（使用年数）」の関係式とグラフ

を関連付けながら、点Ｐの x 座標が０であるときの y 座標 80000 がある冷蔵庫の「本体価格

80000 円」を表すことを読み取ったり、点Ｑの x 座標が８であるときの y 座標 200000 はある

冷蔵庫を「購入して８年間使用するときの総費用 200000 円」であることを確認したりする場面を

設定することが考えられる。その上で、グラフ上の点Ｐの y 座標と点Ｑの y 座標の差 

120000 は「購入してから８年間の電気代 120000 円」を表すことを確認する活動を取り入れる

ことが考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題  

 

 

 

 

 

ある冷蔵庫の使用年数（ｘ）と総費用（ｙ）は、一次関数の関係としてみることが

できましたね。その関係をグラフに表したとき、グラフ上の点 P と点 Q は具体的

に何を表していますか。 

点 P は、 x の値が 0 つまり、使用年数が０年なので、y の値の 80000 は

本体価格を表しています。 

ということは、点 Q の座標は(8，200000)なので、使用年数が８年で、総費用は

200000 円です。 

では、点 P のｙ座標と点 Q のｙ座標の差は、何を表していますか。 

点 P のｙ座標は本体価格を表していたね。 

点Ｑのｙ座標は、電気代と本体価格の総費用を表しているね。 

ということは、２点のｙ座標の差は、８年間使用したときの電気代を表しています。 

中・中等教育学校第２学年 数学 関数 
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